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参考資料１ 



文化審議会世界文化遺産部会の会議の公開について

（令和２年８月３日 文化審議会世界文化遺産部会決定）

文化審議会世界文化遺産部会（以下「部会」という ）の会議の公開については、文。
化審議会世界文化遺産部会運営規則（令和元年５月 日文化審議会世界文化遺産部会決
定）第二条第一項に定めるもののほか、下記により取り扱うものとする。

（会議の公開）
１．部会の会議は、公開とする。ただし、次の（１）から（４）までの案件を審議する

場合を除く。
（１）部会長の選任その他人事に係る案件
（２）世界文化遺産部会の設置について（令和２年４月 日文化審議会決定）２．調

査審議事項（以下「部会の調査審議事項」という （２）により、世界遺産暫定一。）
覧表（各締約国が世界遺産一覧表へ記載することがふさわしいと考える自国の領域
内に存在する物件の目録）に記載すべき物件の候補の選定の調査審議に係る案件

（ ） （ ） 、 「 」３ 部会の調査審議事項 ３ により 世界遺産委員会が作成する 世界遺産一覧表
に記載されることが適当と思われる物件の候補の選定の調査審議に係る案件

（４）上記のほか、部会長が、公開することにより公平かつ中立な審議に著しい支障を
及ぼすおそれがあると認める案件その他正当な理由があると認める案件

２．会議を公開する場合には、会議の日時、場所及び議事を原則として会議開催日の１
週間前の日（１週間前の日が行政機関の休日の場合は、その直前の行政機関の休日で
ない日とする ）までに文化庁ホームページに掲載するとともに文部科学省大臣官房。
総務課広報室に掲示する。

（会議の傍聴）
． 、 、 （ 「 」３ 会議を傍聴しようとする者は あらかじめ 文化庁文化資源活用課 以下 事務局
という ）の定める手続により登録を受けなければならない。ただし、会議を傍聴す。
ることができる者は、原則として受付の順序に従って事務局が許可する人数とする。

４．３．の登録を受けた者（以下「登録傍聴人」という ）は、議事の円滑な進行の妨。
げとならない範囲内で、テレビカメラ等による撮影、録画又は録音をすることができ
る。ただし、部会長が議事の円滑な進行に支障を生ずるおそれがあると判断する場合
は、この限りでない。

５．登録傍聴人は、４．に定めることのほか、議事の進行を妨げる行為をしてはならな
い。議事の円滑な進行に支障を生ずる行為を行う者に対しては、部会長は退場を命ず
る等適当な措置をとることができる。

（議事録の公開）
６．議事録は公開とする。ただし、１．ただし書に掲げる案件の議事録は非公開とし、

、 。 、 、この部分の議事要旨を作成し これを公開するものとする なお この場合において
１．ただし書の（４）に該当する案件については、議事録を非公開とする理由を議事
要旨に明記するものとする。

（会議資料の公開）
７．会議資料は公開とする。ただし、１．ただし書に掲げる案件の会議資料は非公開と

する。

参考資料２



 

２ 文 庁 第 １ ０ ０ ０ 号 

令 和 ２ 年 諮 問 第 ８ ９ 号  

 

 

                                     文 化 審 議 会  

 

 

 

 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て ， 別 添 理 由 を 添 え て 諮 問 し ま す 。  

 

 

 

 我 が 国 の 世 界 文 化 遺 産 の 今 後 の 在 り 方 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ２ 年 １ １ 月 ５ 日  

 

           文 部 科 学 大 臣     萩  生  田  光  一  

参 考 資 料 ３  



（ 理 由 ）  

 世 界 遺 産 条 約 は ， 文 化 遺 産 及 び 自 然 遺 産 を 人 類 全 体 の た め の 遺 産 と

し て 保 護 す る た め の 協 力 及 び 援 助 の 体 制 を 確 立 す る こ と を 目 的 と し

て ， 昭 和 47 年 （ 1972） の ユ ネ ス コ 総 会 に お い て 採 択 さ れ ま し た 。  

 

 我 が 国 は ， 平 成 ４ 年 （ 1992） の 世 界 遺 産 条 約 の 締 結 以 降 ， 19 件 の 文

化 遺 産 を 世 界 遺 産 一 覧 表 に 記 載 す る こ と に よ っ て ， 人 類 の 文 化 多 様 性

及 び 固 有 性 を 表 現 す る こ と に 貢 献 す る と と も に ， 特 に 明 治 以 降 ， 近 代

的 な 法 体 系 の も と で 確 立 し て き た 文 化 財 保 護 法 を 基 盤 と し た 文 化 遺 産

の 保 護 手 法 に つ い て 世 界 と 共 有 を 図 っ て き ま し た 。 ま た ， 世 界 遺 産 条

約 の 作 業 指 針 の 改 定 議 論 へ の 参 加 や 当 該 指 針 の 付 属 資 料 に も な っ て い

る 奈 良 文 書 を 採 択 し た 世 界 文 化 遺 産 奈 良 コ ン フ ァ レ ン ス の 開 催 を は じ

め ， 専 門 家 間 で の 国 際 的 な 議 論 へ の 参 画 に よ り ， 世 界 遺 産 制 度 の 発 展

に 寄 与 し て き ま し た 。  

 

 こ れ ら の 取 組 を 通 じ て ， 諸 外 国 に お け る 我 が 国 の 歴 史 ・ 文 化 へ の 理

解 促 進 や ， 国 内 に お け る 世 界 文 化 遺 産 に 関 す る 認 知 度 の 向 上 及 び 文 化

遺 産 に 関 す る 普 及 ・ 啓 発 が 進 ん で き て い ま す 。 ま た ， 諸 外 国 の 世 界 文

化 遺 産 や そ の 保 護 の 取 組 に 関 し て 情 報 を 得 る こ と で ， 我 が 国 の 文 化 遺

産 の 価 値 の 新 た な 捉 え 方 や 保 護 に 関 す る 効 果 的 な 手 法 の 導 入 に つ な が

り ま し た 。  

 

 世 界 遺 産 一 覧 表 へ の 記 載 が 自 治 体 を は じ め と す る 関 係 者 の 多 大 な 尽

力 や 財 政 的 負 担 の も と に 実 現 さ れ る こ と も あ り ， 世 界 文 化 遺 産 に お け

る 自 治 体 の 存 在 感 が 増 し て い ま す 。 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 参 画 を 促 し な

が ら ， 自 治 体 に よ っ て 遺 産 が そ の 価 値 を 踏 ま え た 適 切 な 活 用 が な さ れ

れ ば ， 地 域 活 性 化 を は じ め と し た 多 く の 利 点 を も た ら す も の と 考 え ら

れ ま す 。  

 

 こ の よ う に ， 世 界 文 化 遺 産 に 係 る 取 組 を 推 進 す る こ と は 国 際 的 に も

国 内 的 に も 意 義 深 い と 考 え ら れ る 一 方 で ， 世 界 文 化 遺 産 の 数 が 増 加 す

る と 同 時 に ， 近 年 ， 世 界 文 化 遺 産 を 取 り 巻 く 状 況 は 複 雑 化 し ， 各 国 に



お い て 様 々 な 課 題 が 生 じ て い ま す 。 世 界 遺 産 委 員 会 で は ， 開 発 や 紛 争

・ 災 害 等 に よ り ， 世 界 文 化 遺 産 の 価 値 に 影 響 が 及 ん で い る 様 々 な 事 例

に 関 し て ， そ の 保 存 ・ 活 用 の 在 り 方 に つ い て 議 論 が 行 わ れ て い ま す 。  

 

 我 が 国 に お い て も ， 過 疎 化 ・ 少 子 高 齢 化 等 に 伴 う 保 存 ・ 活 用 の 担 い

手 の 減 少 や ， 資 産 内 外 に お け る 開 発 行 為 等 へ の 対 応 ， 複 数 の 構 成 資 産

か ら 成 る 遺 産 に お け る 行 政 区 域 を 越 え た 多 様 な 関 係 者 の 連 携 な ど ， 世

界 文 化 遺 産 の 持 続 可 能 な 保 存 ・ 活 用 に つ い て 様 々 な 課 題 が あ り ま す 。  

 

 世 界 の 文 化 遺 産 等 の 保 護 ・ 保 全 が 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標 」 の 中 に 位

置 づ け ら れ て い る こ と 等 の 大 局 も 踏 ま え ， 今 後 も ， 世 界 遺 産 条 約 の 締

約 国 と し て 世 界 遺 産 一 覧 表 の 多 様 性 ・ 信 頼 性 の 向 上 に 寄 与 し つ つ ， 記

載 さ れ た 世 界 文 化 遺 産 の 適 切 か つ 持 続 的 な 保 護 や そ の 価 値 の 発 信 に 取

り 組 み ， 遺 産 を 着 実 に 次 世 代 へ 継 承 し て い く こ と に よ り ， 世 界 及 び 日

本 の 文 化 の 発 展 に 寄 与 す る こ と が 重 要 で す 。  

 

以 上 を 踏 ま え ， 世 界 遺 産 制 度 を 取 り 巻 く 現 状 及 び 課 題 に つ い て 検 討

し ， 我 が 国 に お け る 今 後 の 世 界 文 化 遺 産 の 在 り 方 に つ い て 整 理 す る こ

と が 必 要 で あ る こ と か ら ， 諮 問 を 行 う も の で あ り ま す 。  

 

 具 体 的 に は 以 下 の 事 項 を 中 心 に 御 審 議 を お 願 い い た し ま す 。  

 

  第 一 に ， 世 界 遺 産 一 覧 表 に 文 化 遺 産 が 記 載 さ れ る こ と の 意 義 に つ

い て 御 審 議 を お 願 い し ま す 。  

 

第 二 に ， 登 録 さ れ た 世 界 文 化 遺 産 の 持 続 可 能 な 保 存 ・ 活 用 の 在 り

方 に つ い て ， 以 下 の 事 項 な ど に つ い て 御 審 議 を お 願 い し ま す 。  

  ○ 管 理 体 制  

  ○ 開 発 事 業 等 へ の 対 応  

  ○ 災 害 等 か ら の 復 旧 や 防 災 対 策  

  ○ 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 重 要 性  

  ○ 来 訪 者 管 理 （ 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 対 策 の 観 点 も 含 む ）  



  ○ 地 域 へ の 貢 献  

  ○ 情 報 発 信  

 

 

  第 三 に ， 世 界 遺 産 一 覧 表 に お け る 文 化 遺 産 の 充 実 に 向 け た 取 組 に

つ い て ， 以 下 の 事 項 な ど に つ い て 御 審 議 を お 願 い し ま す 。  

  ○ 世 界 遺 産 一 覧 表 の 多 様 性 へ の 貢 献 や 持 続 可 能 な 保 存 ・ 活 用 に 鑑

み た 推 薦 す べ き 資 産 の 考 え 方  

  ○ 国 内 の 審 査 の 在 り 方    

  ○ 推 薦 書 提 出 後 の 諮 問 機 関 （ イ コ モ ス ） に よ る 審 査 等 へ の 対 応 の

在 り 方  

 

  第 四 に ， 上 記 御 審 議 の 結 果 を 踏 ま え ， 必 要 に 応 じ て ， 暫 定 一 覧 表

見 直 し に つ い て も 御 審 議 を お 願 い い た し ま す 。  

 

 以 上 が 当 面 ， 御 審 議 を お 願 い し た い 事 項 で あ り ま す が ， こ れ ら に 関

連 す る 事 項 を 含 め て ， 我 が 国 の 世 界 文 化 遺 産 の 今 後 の 在 り 方 に 関 連

し ， 必 要 な 事 項 に つ い て 幅 広 く 御 検 討 い た だ く よ う お 願 い い た し ま

す 。  

 


